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今年度も消化器内科をよろしくお願いします

日頃からの診療連携にこの場を借りて深く感謝
申し上げます。
前回この誌面に原稿を書いたのが2020年であり、
コロナに翻弄されていた時期でした。昨年 5 類へ
移行し、忘年会や送別会など会食も復活し、最近
はようやくコロナ前の日常を取り戻しつつあると
いった状況でしょうか。
最近の当科での診療の変化といえば、それまで
内視鏡がすべてオリンパス社であったのが、2023
年に富士フィルム社製の光源に 1台更新したこと
があります。
超音波内視鏡スコープ自体も故障などの影響も
あり、２台の超音波内視鏡専用機（ラジアル、コン
ベックス）共にオリンパス社製から富士フィルム
社製に更新されました。従来のオリンパス社製の
ラジアル走査型超音波内視鏡が斜視鏡であり、上
部消化管のスクリーニング検査を行うことはでき

なかったのですが、今回更新
した富士フィルム社製のスコ
ープは直視鏡であるため、通
常の内視鏡観察（消化管観察）
を行って、スコープを変更す
ることなく、超音波内視鏡検
査（膵胆道系観察）を行うこ
とができ、腹痛患者の診療な
どに大きく貢献してくれてい
ます。またコンベックス走査

型のスコープに
関しても超音波
内視鏡下胆道ド
レナージなどの
手技が行いやす
い設計になって
いて、より安全
に手技を遂行で
きるようになることが期待されます。
2024 年度の当科のスタッフですが、肝臓部門の

倉重智之先生（2012 年卒）が退職し、九州医療セ
ンターから田代茂樹先生（2009 年卒）が赴任しま
した。田代先生はレジデント時代にも当科に勤務
しており、2度目の当院勤務となります。
また膵・胆道部門では上田孝洋先生（2017 年卒）

が退職し、九州大学病院から寺松克人先生（2010
年卒）が赴任しました。
また 15 年の長きに渡り消化器内科の診療を支え

てくれた田中俊行先生（2003 年卒）が当院の健診・
ドック部門へ院内異動となり、ベテランの茶圓智人
先生（2003 年卒）が福岡の病院に異動となり、人
的補充はないので消化管スタッフは 2人減員での
スタートとなりました。
そのためより効率的な診療体系の構築が必要と

なり、2024 年度からは外来新患紹介患者に関して
は予約制での外来診療を行うこととなりました。急
患に関してはその限りではありませんので、連携
室にご一報頂ければと思います。
当科スタッフの減員に伴って紹介元の先生方に

はご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、
引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。
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地域住民と勤労者の皆様に、良質で安全な医療を提供します。

● 患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を提供します。
● 地域医療機関との連携を重視し、中核病院として高度専門医療を担います。
● 働く人々の健康を守り、治療と仕事の両立を支援します。
● 患者さんに寄り添う心と、高い技能を兼ね備えた医療人を育成します。
● 経営基盤が安定し、働き甲斐のある病院づくりを目指します。
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2023 年度の消化器内科スタッフ

新型超音波内視鏡
（富士フィルム社製）
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返書について 今後の当院との連携について

医療連携に関するアンケート
　今年 1月に地域の連携医療機関の先生方にご協力頂き医療連携に関するアン
ケートを実施させていただきました。
　集計結果の一部を報告させていただきます。ご多忙中にもかかわらず、ご協力
いただきまして誠に有難うございました。
　また、今後この結果を病院全体で真摯に受け止めて、医療機関の質の向上に邁
進して参りますので今後ともよろしくお願いいたします
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おしらせ

直通電話

E -ma i l

093-475-9686

代表電話 093-471-1121

センター長

F　A　X

renkei.renk-k@kyushuh.johas.go.jp

患者サポートセンターＳＴＡＦＦ

お問い合わせ先

093-473-5903

中島　 信能副 院 長

入退院支援部門

入退院支援部門
社会福祉部門

共　通

地域連携部門

社会福祉部門 坂出　友美／豊嶋　奈保子Ｍ Ｓ Ｗ

地域連携部門 事 　 務

薮田　万喜師 　 長

患者サポートセンター

〒800-0296 北九州市小倉南区曽根北町１－１

ホームページ　
https://www.kyushuh.johas.go.jp

TEL 093-471-1121（代表）
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貫貫

九州労災病院
労働者健康安全機構

診療案内
午前8時15分～午前11時受付時間

急患は24時間随時受け付けます救急受付

午前8時45分～午後5時15分診療時間

土曜日・日曜日・祝日
年末年始（12月29日～1月3日）

7,700円
診療情報提供書のご持参を
お願いしております

休診日

初診時
選定療養費

加藤　大成／二見　誠司／桑　恭平／
今林　みゆき／藤田　敦子／宮本　弘子

Kyuro 4 Hello!

令和６年度 地域医療連携勉強会のお知らせ
開催日   令和６年６月20日木 19時～20時
　緩和ケアについて 外科・緩和ケア科　友杉　隆宏
　緩和的放射線治療について 放射線治療科　野元　　論
開催日   令和６年９月19日木 19時～20時
　緩和ケアについて　薬剤師の立場から 重見　貴子
    　 看護師の立場から 岩﨑　玲奈

開催日  令和６年11月21日木 19時～20時
　地域緩和ケア多職種カンファレンス

令和６年度 研修会のお知らせ

※詳細は開催１月前にお知らせ致します。

皆様のご参加
お待ちして
おります！

小松原　浩司／二見　誠司／桑　恭平／
今林　みゆき／藤田　敦子／中野　萌

坂出　友美／豊嶋　奈保子

岩﨑　玲奈

中島　信能

師長補佐


